
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市立 東柿生小学校                     
 

王禅寺東 6 丁目 3 番 1 号 ☎044(988)0017 
学校 HP  
http://www.kawasaki-edu.jp/2/508higasikakio/ 
NO．９ 令和７年１月９日（木） 

 

新しい年を迎えて 

                                    校長 井上 清一 

 

新年あけましておめでとうございます。昨年は、本校の教育の推進のために、保護者の皆様や地域の

皆様に多大なるご支援・ご協力を賜りありがとうございました。今年も全職員で力を合わせて子どもた

ちの成長のために頑張っていきたいと思います。本年も昨年同様、よろしくお願いいたします。また、

保護者の皆様や地域の皆様、そして本校児童にとって素晴らしい年になることを祈念いたします。 

 

１月２・３日に行われた箱根駅伝、正式な大会名は「東京箱根間往復大学駅伝競走」といいます。箱

根駅伝に興味を持ち始めたのは１９８０年頃でした。それから毎年ほぼ欠かさず応援しています。前年

の大会でシード権を獲得した上位１０校と１０月の予選会を通過した１０校と関東学生連合チームを

加えた２１チーム出場しています。東京から箱根・芦ノ湖を往路５区間（１０７．５km）復路５区間（１

０９．６km）の計１０区間（２１７．１km）で競う駅伝です。これまでの練習の成果を発揮して、青山

学院大学が２年連続８回目の総合優勝を達成しました。今年２０２５年大会で１０１回目という長い

歴史を持ちます。マラソンの父として知られる金栗四三氏が、日本が初めて参加した１９１２年（明治

４５年）スットクフォルムオリンピック（スウェーデン）のマラソン代表選手でしたが、結果は２６．

７キロメートル地点で暑さと足の痛みのため途中棄権に終わってしまいました。世界との差を感じた

体験が箱根駅伝を開催するきっかけとなったそうです。 

長距離長時間にわたる競争なのでドラマもたくさんありますが、テレビの解説の中に展望や過去の

名場面とともに、自ら掲げた高い目標に対しての努力が報道されています。その中で、以前「挫折なし

には、個の力を磨くことができない」ということを話されていました。 

 

 

 

 

「この３つがそろってはじめて挫折になり、主体的な行動から生まれた挫折から 周囲からの働き

かけが個を磨くことになる。これがつぎに繋がる学びになる。」というような内容でした。 

この箱根駅伝を目標に努力を重ねてきた選手の中には、予選会で涙をのんだ選手、体調不良などで当

日エントリー変更になってしまった選手などたくさんの方がいます。その努力した経験はきっと別の

形で「糧」となることと思います。子どもたちは目標を持ち、毎日少しずつ成長・発達しています。身

長や体重のように目に見える成長とともに、意欲、忍耐力、共感性、行動の変化等も成長の証です。そ

の変化をしっかり見つめ、寄り添うことがより良い成長・発達につながっていくと思います。 

 

 

１年生から５年生の終業式までの授業日数は４７日。６年生の卒業式までの授業日数は４５日とな

ります。子どもたちとともに歴史ある東柿生小学校の伝統を次につなぐことができるよう努めていき

たいと思います。 

 

①自ら立てた目標を達成するための努力を重ねる 

②外部要因の影響を受ける 

③結果として目標が達成できなかった  



 

 

 

川崎市立東柿生小学校　1月行事予定
1月9日現在のため、今後予定が変わる場合もあります。

学校巡回カウンセラー来校日

学校巡回カウンセラー来校日

1 月学校行事予定 生活目標  
お知らせ・お願い 

今後の行事について 

下校時刻について 

 

丁寧な言葉づかいをしよう 

かわさき TEKTEK 


